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３月９日（日）、市と合同で、
地震を想定した防災実動訓練
を実施しました。安否確認や
避難情報伝達訓練、能登半
島地震の活動の講話等によ
り、防災意識が高まりました。

コロナ禍で４回、雨で２回中
止となった地区大運動会が５
月11日（日）、６年ぶりに盛
大に開催されました。
久しぶりの運動会とあって大
勢の参加者は楽しく一日を過
ごしました。

10月 19日（日）、毎年恒例
の湯田ふるさとまつりを今年
オープンした湯田温泉こんこ
んパークにメイン会場を移し
て開催しました。秋の一日、
約 4,000 人の皆さんが大い
に交流を深めました。

長年、祭りで使用していた野
外ステージを新しくし、８月１３
日（水）の夏まつりで初披露
しました。新しいステージに、
全員が新鮮な気持ちでまつり
を楽しみました。

小鯖地域複合拠点施設設置
検討委員会において小鯖地域
交流センターを中心とした日
常生活に必要な機能の強化・
複合化を検討しました。また、
設置に関する要望書を市に提
出し、意見交換を行いました。

一部の売場等の工事が完了
し、4月には朝市広場が、８
月末にはレストランがオープ
ンしました。工事は着実に
進んでおり、令和８年４月の
全面オープンが待ち望まれ
ます。

８月２４日（日）に山口大学に
て、平川地域の方々が集い
《みんなあつまれ！ひらかわ
大ラジオ体操》が催されまし
た。総勢３００人の皆さんが参
加され、すがすがしい朝を迎
えることができました。

幅広い世代で参加しやすい競
技種目にリニューアルし、７
年ぶりの開催で大変盛り上が
りました。各町内会で一致団
結し、世代間交流を通して地
域の絆がより深まりました。

私たちの地域の
　　　一大ニュース

令和7年

長年にわたる活動が評価され、
県表彰に続き、全国子ども会
連合会より団体表彰を受賞し
ました。引き続きジュニアリー
ダーを中心とした活動をして
まいります。
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耕作放棄地を活用し、８年前
から進めてきた「嘉年クルミ
の里づくり」が実を結び、初
の収穫祭を開催。企業との連
携で「クルミのピクルス」と
して商品化も実現しました。

佐山地区のふるさとの歌「わ
がまち佐山」が、今年で誕生
３０周年を迎えました。運動
会や地区のイベントなどで歌
い継がれており、地域の方に
広く親しまれています。

「重源の郷体験交流公園」が
４月にリニューアルオープン
しました。「花づくし・旨いも
のづくし・心づくし」をコンセ
プトに、徳地の魅力を提供し
ます。

9月７日（日）、中道海水浴場
で「第 33 回あいおえび狩り
世界選手権大会」を開催しま
した。参加された 1,200 人
の皆さんは会場に放たれた約
12,000 尾の車えびをゲットし
ようと奮闘しました。

二島小学校の校舎裏にある
防空壕跡を、二島中学校の
生徒が地域の方とともに発掘
調査しました。土で埋まって
いた入り口を掘り起こし、崩
れないように補強しました。

６月４日（水）、山口きらら博
記念公園に中国地方最大級
の大型複合遊具広場がオー
プンしました。年齢や障がい
の有無にかかわらず多様な人
が楽しめる広場で、多くの方
が利用されています。

子育て親子の交流拠点であ
る嘉川子ども館「しゅっぽっ
ぽ」は、今年、開設 20 周
年を迎えました。7 月 6 日
（日）、記念まつりを開催し、
多くの親子連れで大にぎわ
いでした。

名田島田園運動会は今年度か
ら地域と小学校での合同開催
となりました。～未来をかえ
よう！みんなの笑顔と情熱で～
をスローガンに、地域一体と
なって取り組み、笑顔あふれ
る運動会となりました。

卒業生や在校生、地域の方々
により、さまざまな記念事業
が実施されました。ドローン
による写真撮影、記念式典の
開催、祭りでの校歌斉唱、記
念誌の作成など、地域が一体
となって盛り上がっています。

８月２日（土）、おおとし夏ま
つりを開催しました。ステー
ジ、総踊り、大抽選会など盛
りだくさんのプログラムで大
いに盛り上がりました。レノ
丸もお祭りに駆けつけてくれ
ました。

新山口駅を中心に南北を一直
線に結び、住民、学生、企業
が連携して催しました。3,000
人の来場で大いににぎわい、
関係・滞留人口の拡大や地域
の活性化につながる祭りとな
りました。

古代日本の官営の銭貨鋳造
機関であった周防鋳銭司が設
置されてから1200年目を迎
えました。10月 11日（土）
には周防鋳銭司1200フェス
を開催し、大いに盛り上がり
ました。


